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【概説研究編】
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浄土宗声明の研究序説
第一章　浄土宗声明の概説
第一節　　　声明の語源とその変遷
第二節　　　中国の声明
第三節　　　日本当初の声明
第四節　　　真言宗の声明
第五節　　　天台宗の声明
第六節　　　浄土宗の声明
第七節　　　引声の伝承について
第八節　　　声明の理論と実際
第一項　　　四曲四由
第二項　　　呂律
第三項　　　五音博士
第四項　　　五調子
第五項　　　十二調子
第六項　　　真言・天台・浄土声明の曲目
第七項　　　声明の実際
第八項　　　十二音階・十二律等の決め方早見表

第二章　声明研究の発端と問題の所在
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第二節　　　福島教授の指針と天和三年版
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第五節　　　蟠龍寺太田正敬上人と面談
第六節　　　叡山文庫所蔵『声明本』の調査へ
第七節　　　縁山声明成立時の諸本における
� 四箇法要恵隆声明本の比較
第八節　　　弘前図書館所蔵『声明本』の調査へ
第九節　　　大信寺所蔵『声明本』の調査へ
第十節　　　三康文化研究所図書館へ調査
第十一節　　「縁山声明成立の視点と『暁烏』声明論」
� 　中村孝之上人述
第十二節　　上野学園大学日本音楽史研究所へ三回目の訪問
第十三節　　港区郷土資料館へ調査
第十四節　　国会図書館へ調査
第十五節　　金沢文庫へ調査
第一項　　　金沢文庫へ調査に行くにあたって
第二項　　　金沢文庫へ実地調査
第十六節　　京都佛教大学図書館へ調査
第十七節　　蓮門課誦より古い延宝二年版六時礼讃本の発見
第十八節　　第二回霊光寺所蔵拝借本一覧
第十九節　　大信寺中村孝之上人へ拝借本返却
第二十節　　京都大学、大谷大学、檀王法林寺所蔵の礼讃本の調査
第二十一節　西本願寺、浄蓮華院、西大寺の調査
第二十二節　往生礼讃偈の諸本と音声面における諸説

第三章　天台声明伝承の祖山流
第一節　　　天台声明の形態と魚山の声明
第一項　　　天台声明の形態
第二項　　　天台宗魚山の声明
第三項　　　天台宗大原流声明家系図



第二節　　　知恩院の御忌と多紀道忍上人
第一項　　　知恩院の御忌
第二項　　　御忌唱導師
第三項　　　御忌定式
第四項　　　奉修期日の変遷
　　（一）　　　御忌法要規則
　　（二）　　　御忌法要差定
　　（三）　　　総本山御忌大法会規定
第五項　　　大遠忌と勅会
　　（一）　　　法然上人の大師号と加諡
　　（二）　　　御忌法要の種々相
第六項　　　鎮西、記主、勢観三上人御遠忌法要と声明本
第七項　　　鎮西、記主、勢観三上人御遠忌報恩大法要差定
第八項　　　多紀道忍蔵『浄土法事讃式場図三枚』について
第九項　　　知恩院と多紀道忍上人
第三節　　　知恩院と宍戸栄雄上人
第一項　　　宍戸寿栄上人と板倉貫瑞上人の業績
第二項　　　『浄土宗声明集』について
第四節　　　宍戸栄雄上人の回旋譜
第五節　　　声明愛好会と宍戸栄雄上人
第六節　　　中山玄雄著『天台常用声明』について
第七節　　　法然上人八百年大遠忌法要次第（差定略）

第四章　鎌倉流声明の伝承
第一節　　　鳥取大山寺の引声阿弥陀経
第二節　　　十夜法要と引声阿弥陀経
第三節　　　観譽祐崇上人と清林寺
第四節　　　引声阿弥陀経の諸本
第一項　　　駒込願行寺引声阿弥陀経
第二項　　　漢音引声阿弥陀経の諸本
第五節　　　真如堂より伝承の鎌倉流
第六節　　　日比谷公会堂での公演
第七節　　　鎌倉流伝承者吉水大信上人と
� 青年法式学会代表の対談録
第八節　　　引声阿弥陀経の録音について
第九節　　　国立劇場における公演
第十節　　　大河内義雄上人の覚書（その一）

第五章　縁山流声明の成立過程
第一節　　　浄土宗法度と家康、秀忠、家光の宗論政策
第二節　　　激増する寺院の起立
第三節　　　増上寺声明長屋と尊光法親王
第四節　　　増上寺及び山内に見まわれた火災と縁山声明
第五節　　　絵図にみる声明長屋
第六節　　　尊超法親王の関東御修学
第七節　　　縁山志にみる声明衆
第一項　　　増上寺声明家系譜
第二項　　　増上寺坊中寺院声明師系譜
第八節　　　増上寺の御忌会
第九節　　　縁山流声明本の変遷と奥書
第十節　　　声明の妙技と天成の声
第一項　　　「天成の声」と「声のゆらぎ」論
第二項　　　津田徳翁上人
第十一節　　多紀道忍上人と吉田恒三先生
第十二節　　寺社奉行の役割と増上寺
第十三節　　徳川家の政権交代と明治仏教



第十四節　　縁山声明中興の祖千葉満定上人
第十五節　　大正、昭和期の声明
第一項　　　大正デモクラシーと昭和期
第二項　　　堀井慶雅上人
第三項　　　千葉寛定上人の墨譜分解図
第十六節　　第二次世界大戦後の声明
　　　　　　　――国立劇場第二十回声明公演
第十七節　　大木惇夫先生訳、
� 平井澄子先生作曲の『和訳六時礼讃』について
第一項　　　大河内義雄上人の覚書（その二）
第二項　　　椎尾辨匡法主と大木惇夫先生
第十八節　　浄土宗祖法然上人七百五十年御忌会等について
第一項　　　法然上人七百五十年御忌（昭和三十六年）
第二項　　　法然上人開宗八百年（昭和四十九年）
第三項　　　善導大師千三百年遠忌（昭和五十五年）
第四項　　　法然上人御降誕八百五十年慶讃会（昭和五十七年）
第五項　　　法然上人八百年御忌（平成二十三年）
第十九節　　津軽伝承「名越流声明」と浄土宗名越派
第二十節　　仏教讃歌と詠唱講の台頭
第二十一節　「清林寺さんがの会」における声明公演
第二十二節　光長寺法然上人八百年御遠忌法要差定と表白文
第二十三節　浄土宗の法階を取得するには
第二十四節　縁山流声明の研究成果
第二十五節　むすび
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【資料編】
はじめに
礼讃表説明
礼讃一覧表
第一章　総本山知恩院（祖山流）声明関係資料
第一項　聲明本展観目録
　　解題
第二項『往生礼讃偈』（京都大学本）建長三年（一二五一）
　　解題
第三項『往生礼讃偈』（大谷大学本）零本
　　解題
第四項『六時礼讃』（檀王法林寺本）
　　解題
第五項『礼讃』（西本願寺）応永八年（一四〇一）
第六項『往生礼讃偈』（大谷大学本）江戸時代
第七項『勅会御式略図』弘前図書館蔵
　　解題
第八項『三上人遠忌法要声明』
第九項『浄土法事讃式場図』
第十項『鎮西記主勢観三上人遠忌報恩大法要舞楽目録』
第十一項『宗祖法然上人御降誕八百五十年慶讃会法要差定』昭和
五十七年（一九八二）
第十二項『十夜会古式』平成十五年（二〇〇三）
第十三項『浄土宗声明集』昭和六十二年（一九八七）三月発行
第十四項天台宗魚山『引声作法』深達蔵版
　　解題



第十五項天台宗魚山『引声作法』
� 天保十三年（一八四二）明倫写本
第十六項天台宗魚山『引声作法』文久二年（一八六二）澄融写本
第十七項天台宗魚山『引声』
　　解題
第十八項『十夜法要声明』平成二十四年（二〇一二）十一月
　　解題

第二章　大本山光明寺（鎌倉流）声明関係資料
第一項『引声阿弥陀経』享保十年（一七二五）該版奥書
第二項『引声阿弥陀経』（本郷願行寺本）文化六年（一八〇九）
　　解題
第三項『阿弥陀経』（西大寺本）室町時代
　　解題
第四項『阿弥陀経』（西大寺本）江戸時代
第五項『大本山光明寺十夜法要』昭和四十四年（一九六九）九月
　　解題
第六項『大本山光明寺十夜法要式』昭和五十七年（一九八二）五月

第三章　大本山増上寺（縁山流）声明関係資料
第一項『声明施餓鬼諸真言諸回向』
� 天和三年版（一六八三）叡山文庫所蔵本
　　解題
第二、三、四項『声明施餓鬼諸真言諸回向』
� 天和三年版（一六八三）
　　上野学園大学所蔵本二種、弘前図書館所蔵本
第五項『浄土諸回向宝鑑』（一六九八）
　　解題
第六項『蓮門課誦』（一六八一）
第七項『浄業課誦』（一七三四）初版（一六八一）
　　解題
第八項『浄業課誦附録』（一七三四）
　　解題
第九項『阿弥陀懺法』大信寺所蔵
　　解題
第十項�『浄土苾蒭寶庫』
� 上巻〔明治三十六年（一九〇三）六月発行〕　
� 下巻〔明治三十五年（一九〇二）十一月発行〕
　　解題
第十一項『浄土宗法要集併声明譜付』上、下巻　
� 明治四十三年（一九一〇）十月発行（初版）　
第十二項『浄土宗法要集併声明譜付』上、下巻　
� 大正三年（一九一四）六月十五日訂正三版発行
第十三項『漢音引声阿弥陀経譜付』
� 大正五年（一九一六）五月発行
第十四項『礼讃声明音譜』大正十三年（一九二四）九月発行
　　解題
第十五項『浄土宗礼讃声明集』昭和十五年（一九四〇）六月発行
　　解題
第十六項『声明並特殊法要集』
� 昭和十六年（一九四一）十月十五日発行
　　解題
第十七項『和訳六時礼讃』
　　解題
第十八項　浄土宗声明関係書籍資料目録
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